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我
國U

■

民
經
濟
を
發
展
す
る
狀
爲
に
は
解
決
せ
次
る
可
於
、ら
次
る
問
題
甚
だ
多
し
。
我 

等
拟
生
活
を
低
廉
な
ら
し
む
る
道
を
講
梦
る
於
如
き
は
其
の
最
名
重
要
な
る
名
の

V

一
 

な
6
0 

我
等
の
多
く
は
單

U

傅
說
と
慣
習
と
に
捕
へ
ら
れ

<

無

意

識

に

生

活

す

、
勿
，
論

こ

れ

等

?

の 

と
^

名I

定
の
收
入
に
衣
食
す
る
以
上
は
經
濟
顯
象
の•«
化
す
る
ド
連
れ
て
少
か
ら
ず
固
難 

を
威
せ
之
る
を#
梦
と
雖
各
傳
說
i

慣
習
と
の
勢
力
牢
手
と
し
て
動
す
ベ
か
ら
ざ
る
を
以
て

單

に

之

に

對

し

怨

嗟

の

聲

を

放

，つ
の
み
に

て

其

朿

爲

辉
ff
i

r

敗
^

ん
，i

せ
次
る
な

6

。

吾
人

ノ
小
費
制
度
の
敗
善

.と
公

-
開，
^

|

}
.

, 

一



小
赍
制
度
の
改

^

ど
%

^

市
，
場
 

ユ
 

は
毎
に
生
活
難
の
聲
を
耳
に
す
る
に
非
尹
や
、生

®

m

の
^
'

て
來
る
所
勿

B&
■一
は
外
界
に
あ

6
 

1
C

雖
名
一
は
我

«

が
無
*

_

に
生
活
す
る
よ

.C
N

來
れ
る
名
の

' 

な
夂
我
等
經
»
學
を
修
ひ
る 

«

の「

ロ
に
擎
に
國
民

.

に
警
告
し
て
以
て
之
を
し
て
無
意
識
に
束
縛

®

槔
の
下
に
帅
吟
す
る

名 

の
を
濟

'
ぶ
所
な
か
ら

3 '
'
る
可
か
ら
次
る
也
。

其
の
こ
と
杧
る
獨

6

乙
れ
等
の

■
同

,!
a

を
し
て
生 

活
難
よ
ぅ
脱
れ
し
.め
て
以
て
私
經
濟
上
幸
福

 

な
ら
し
 

む
る
外
に
國
民
經
濟
上
極
め
て
必
要
な 

る
こ
と
に
屬
す
。
爾
ふ
に
我
等
は
奢
侈
の
生
活
と
普
通
の
生
活
と
の
間
に
明
確
な
る
區

'
別
.を 

な
す
を
要
す
富
有
な
る
名
の
は
駟
馬
を
驅
て
街
路
を
横
行
す
る
な
.シ
金
殿
玉
樓
に
酒
池 

肉
林
の
樂
に
耽
る

^P

可
な
ろ
其
事
の
世
遒
人
心
の
上
よ

.o

觀
て
之
を
稱
す
る
に
あ
ら
ず
我
等 

か
之
を
可
な

^c
v

i  

S

ふ
«

畢
竟
我
等
の
生
活
と
沒
交
涉
な
れ
ば
な

6

。
我
等
は
國
民
多
數
の 

名
の

V

生
活
卽
ち
予
輩
の
所
爾
普
通
の
生
活
は
厭
く
ま
で
經
濟
的
に
慰
安
的
な
ら
次
る
可
ら 

玄
、我
國
の
生
產
カ
經
濟
ヵ
に
至
大
の
關
係
あ

‘

ば
な
6

。

世
人
は
い
ふ
我
國
の
賃
金

:̂
先
進 

國
に
比
し

V
.

低
摩
な

6

是
れ
我
國
胗
資
本
に
乏
し
く
技
術
の
發
達
尙
未
だ
幼
稚
な
る
‘に
拘
ら 

ず
、克
く
世
界
市
場
に
於
七
諸

.

外
國
と
角
逐

.

す
る
所
以
な

6

と
。
予
輩
は
其
の
果
し
て
然
る
や 

を
知
る
乙
之
能
は
ず
，一.國
の
賃
金
が
他
國
に
比
し

■
て
®

®

な
6

や
否
や
を
決
す
る
は
單
に
賃

金
の
多
少
に
ょ
る
ベ

I

の
に
非
ず
其
の
勞
儆
、の
功
程
を

.

比
較
し

‘
て
初
て
決
す
べ
き
の

»

此
意
味
に
於
て
我
國
の

.

賃
金
は
諸
先
進

_

に
比
し
て
果
し

V

低
廉

5
 

6

や
否
’や
は
夥
多
の
材 

漱
を
集

•■
»

て
此
較

f r-

究
す

'̂
:̂
.#

れ
ば
俄
に
之
を
：決
す
る
乙
と
能
は

^

る
な
A
V
O

予
輩
は
こ 

こ
に
.
此
問
題
を
提

•

へ
て
讀
者
の

.

敎
を
請
は
ん
と
す
る
？
の
に
，非
ず
、其
の
果
し

V

然
る
や
否
や 

は
暫
く
措
き
現
今
の
如
く
國
際
競
举
の
：日
に
激
；烈
な
る
の
秋
に
當

6

勞
働
の
功
程
に
比
較
し 

少
し
，.
に
て
名
賃
金
の
少
か
ら
ん
こ
と
を
希
ま
し
て
已
ま
ぎ
る
？
の
な
，

CN。

予
輩
が
先
覺
諸
茈 

の
驥
尾
に

.

附
し

V

食
料
品
問
題
若
し
く
は

.

物
價
問
題
を
云

'
 

々
し
^

る
意
實
に
之
が
爲
の
み
。

さ
れ
ば
國
民
の
生
計
問
題
に
關
す
る
所
極
め

 
< 

廣
し
。

こ
、
に
此
等
の
問
題
に
亘

6

卑
見
を 

拨
陳
せ
ん

i

す
る
名
の
に
非
岁
只
其
問
題
の
極
め
て
小
な
る
部
分
に
つ
き
數
言
を
費
し
て
以 

て.

文
責
を
塞
が
ん
と
微
す
る
の
み
。
予
輩
の
，こ
、
に
論
述
せ
人
と
す
る
所

t e

小
寶
相
場
が
忍

腐
市
場

.
の.設
置
に
ょ

6

或
程
度

t

で
低
廉
な

^
'

し
む
る
を
得
る
や
の
問
題
な
ろ
。

こ

.Q

問
題

. 

'  

 ̂

,
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;
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' 

..

は
予
輩
の
小
寶
制
度
に
關
す
る
卑
見
の

J

部
•

に
し
て
其
餘
の

.

小
亶
制
度
：に
關
す
石
卑
見
は

他
日
稿
を
改
め

<

論
述
せ
ん
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乙
と
を
期
オ
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小
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制
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命
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と
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き
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四
'

我

等

/P
日
常
®

费
す
る
货
物
が
生
度
恭
の
手

.
一
を
離
れ
て
我
等
の
，手
に
入
る

.

ま
で
に
«
#
多 

.の

®

賨

機
關
を
經
.

由
す
。，
是
等

.
の
：販
賣
m

關
於
主
と
し
て

0

M

上.

0

產
物
_に
し
て
俄
ぶ
之
を 

變
更
す
る
こ
と
能
は
次
る
可
し
と
雖

 >

 

其

Q

 
■
祓
雜
繁
鎖
な
る
ば
物
價
を
高
め
所

'
爾
'普
通
の
生 

S

の
費
弔
を
增
加
す
る

. «

の
に
し
て
我
等
の

經
濟
に
と

-o

て
少
か
ら
次
る
關
係
を
有
す
る
％ 

以
な
る
町
设
に
決
し
て

.

慶
ぶ
ぺ
き
む

i

に
あ
ら
.
ず
。
蕺
し
販
寳
機
關

i

い
は
岁
«
寶
取
引
の 

デ
法
に
て

^

經
濟
の
理
法

u
適
す
石
名
の
饊

6

榮
へ
 
< 

之
に
反
す
る
？
の
は
自
然
消
滅
す
ベ 

き
は
明
な
る

$

の
に
し
<
若
し
我
國
現
脖
行
は
る
、
販
寶
機
關
販
寶
取
引
の
方
法
に
し
て
經 

儕
の
理
法
：に
惫
せ
ぎ

る
，： P

の，な
ら
ん
李
多
く
の
歲
月
を
經
を
問
に
は
自
ら
廢
滅
す
る
に
至
る 

ベ
く
我
等

) ^

大
言
疾
爭

しV

之
於
廢
減
を
晚
ふ
の
必
要
な
き
が
如
し
と
雖
务
事
國
民
ぬ
生

f t 

問
1

に
關
係
ず
る
以
上
特

u

小
寶
制
度
の
如
き
慣
習
傅
說
の
勢
力
の
最
名
强
き

^p

の
に
至
て 

ま
之
.

を
自
然
の

.
趨
勢
に
放
任
し

®

く
ベ
き

$

の
な
6

や
疑
な
き
能
は
次
る
な

6
。'
 

.予
輩
を
以 

て
之
を

f t

れ
ば
寧
ろ
經
濟
の
理
法

.!
c

適
す
る
販
寶
機
關
販
寶
取
引
の
方
法
を
紹
介
し
推
獎
し 

其
の
 

一
n

名
速
に
發
達
せ
ん
乙
と
を
希

a

T

る
球
•

の
な
.6

。

蓋
し
卸
寶
商
業
は
畢
ー
竟
經
濟
社 

會
の
.

實
靑
に
通
ず
る

$

，
.
の
、
間
に
、營
忒
る

 

> 
名

^

な
る
が
：故
に

^

i

ひ
歷
史
上
の
情

#

^

其

威
を
違
ぅ
す
る
と
雖
？
、當
業
者
：

'の
陳
に
'は
自
然
競
爭
行
は
る

 

>

 

程
度
大
な
る
の
み
な
ら
^
科 

學
技
術
等
を
應
用
し
て
其
改
善
を
計
る
こ
と
比
較
的
落
易
な
と
雖
名
小
寶
商
業
に
至
弋
は 

舊
慣
を
墨
守
し
て
其
收
善
を
計
る

7
5
P

の
少
し
。

I是
れ
獨

6

我
國
に
於
て
見
る
の
.顯
象
に
あ
ち 

少
泰
西
諸
國
に
於
て
名
尙
且
つ
然
る
を
見
る

L 
6

。
 

、

我
國
の
小
實
制
度
は
果
し
て
經
濟
の
理
法
に
適
す
る
名
、の
な

6

や
。
.
我
國
に
て
は
小
寶
相 

場
と
卸
寶
相
場
と
の
間
に
少
於
ら
岁
値
開
あ

6

。
其
値
開
の

.

程
度
は
勿
論
貨
物
の
種
類
，，に
よ 

6

て
$

其
地
方
地
區
に
よ

6

<

見
消
費
者
の
種
類
等
に
よ

6

て
名
一
欉
な
ら

★

と
雖

A

ダ

し 

く
卸
寶
相
場

I
J

小
寶
相
場

i

の
實
際
に
つ
き
て
挤
潔
し
^
る
名
の
は
其
の
値
開
の
甚
だ
少
か 

ら
次
る
を

.
知
る
を

#

ベ
し
。
而
し
て
其
の
値

_

の
少
か
ら
次
る
は
我
國
の
販
寶
組
織
並

f

販 

寶
取
引
の

■
方
法
の
.
不
党
全
.

な
る
事
主

.
な
る
原
因
を
な
す

■名
’
の
な
6

。
誤
解
す
る
勿
れ
卸
寶
相

場
と
小
寶
相
場
と
の
差

^

少
&

''.

&
,

と

S

、は

V

直
ち

に

小
寶
商
人
は
不
法
の
利
益

を
.

0

斷
す

\

 

•

る̂

の•
な
々
と
。

：

若
し
小
寳
商
人
に
し
て
大
に
利
益
あ
る
？
の

.

な
3

と

せ

，
»^-
;
寶

商

人

は

生

.

 

.

.

.

.

.

.

•.
:

計
上
因
雛
を

®

ふ.

る
乙
と
な
し
と
雖
？
事
實
は
之

1C

反
'
す.

#

.な
6

。：

卽
玉
販
實
組
織
の
不
完

;

-

k̂
巧ゾ.■.
 

.

全
な
る
が
爲
め
に
多
數
の
手
を
經
由
す

#

結入果
i

w

羅
：
.

は
獨
6

增
.
加
：し

V
、

消
#
者
を
苦
し

、
 

小
資
制
度
の

^

.善 

<

-

麥

署

ゾ
：

；

ノ
 

J
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社
會
と
小
寶

«

度
と
の
關
係
に
於

y

見
る
を
得 

料
爲
に
次
に
陳
ぶ
石
缺
點
ょ

6

免
.
る
y 

t

を
得 

者
ょ
6

比
較
的
少
し
。
中
.流
社
會
と
小
亶
制
度 

賨
相
場

i

小
寶
相
場
と
の
.間
に
懸
隔
あ
る
外
に 

.

Y

御
用
聞
.
制
度
が
弘
く
行
は
れ
て
消
費
者
は
自
ら

.

店
舖
に
.

到
6

て.

貨
物
を
.

購
ふ
乙
：と
を 

:

な
さ
少
御
用
聞
の
來
る
を
待
つ
な

6
" 

,

^

而
名
卽
滕
に
代
價
を
支
拂
ふ
こ
と
な
く
月
末
等
に
至

6

て
勒
：ズ
支
、狒
を
な
す
な

6

。
 

何
於
故
に
之
を
以
<
小
寶
制
度
に
伴
ふ
缺
黠
な

6

と
い
ふ
.

か
。
.今
少
し
く
之
を
說
ぬ
ん 

|

般
#

費
者
は
經
濟
社
會
の
事
情
に
通
せ
次
る
；

^
の
，：

な
6

0

貨
物
の
品
質
と
比
較
し
て
價
.格 

の
多
少
髙
低
を
鄉
別
す
各
舣
、如

.

き
は
普
通
難
し

'
と
す
る
所
な

6

然

* ^

ど
名
出
で
、
店
舖

U

つ

.  

き
:
て
：所
要
の
日
.
用
品
を
求
む
作
ば
或
程
度
ま
で
は
選
擇
の
自
由
あ

^

か.
故
に

^
?

寶
商

<
s

は
猥 

6

に：價

'
格
を
髙
む
る
，乙と
，能
は
ず

i

雖
免
、御
用
聞
を
し
<
所
栗
の
貨
物
を
携
ぇ
來
ら
し
め
其 

要
求
す
る
代
儷
を
支
拂

..

ふ
0

4

$

者
に
於
て
は
其
要
求
於
果
し

y
:

適
當
な

6

や
否
や
を
如

■ , 

小
费
制
度
の
吹

.
0
1 
.公開
市
場

 

'  

む
る
に
過
ぎ

^

る
.
の
み
。'
 

!

.

■
我
國
小
寶
制
度
の
缺
點
は
最
$
明
に
中
流 

べ
し
。
社
會
下
曆
の
名
の
ば
自
：ら
信
用
少
き 

て
其
の
支
一
出
す
る
小
寶
値
段
は
社
會
中

M

の
 

i

Q

關孫を見，
るに種々
の理由に卸

る
の
便
宜
を
有
：せ
ず
。

小
寶
商

A 

ょ

く

商
業
.

道
：篠
を
守

6

正
當
な
る
代
價

 

'を
要
求
す
る
名 

の
f c

非
る
限

6

は
消
費
者
は
自
然
不
當
の
代
價
を
支
拂
は
次
る
を

■
得
ぎ
る
な
，

6

現
に
地
方
に 

i

6

て
は
米
炭

.

魚
介
の
類
に

-

至
；
ま
で
出
入
商
人
啟
靱
め
の
程
は
大
に
勉
强
し
て
比
較
的
廉 

價
に
供
給
す
れ
ど
：

^

塘
を
經
る

U

從
；3

或
は
喆
種
を

一

下
し
或
は
價
格
を
高
む
る
を
常
と
す
る 

を
以
て
消
费
者
は
他
の
：小
寶
商
人

| :
'-

出
入
せ
し
め
更
に
其
商
人
に
し
て
前
者
の
如
く
な
れ
ば 

更

U

他
の
小
寶
商
人
を
求
め
輾
轉
し
て
外
し
き
こ
と
を
得
申
小
亶
商
人
名
之
を
以
<
毫
名
愧 

る
所
な
き
？
の
あ

6

i

聞
く
。

.'

こ
の
制
度
に
ょ

6
 y

:

消
費
者
の
負
檐
胗
如
何
な
る
程
度
に
於

. 

て
增
加
す
べ
ざ
於
は
芷
確
に
ぃ
夯
乙
と
能
は
；贫
と
雖
名
其

'
負
擔
の
增
加
.す
る
こ
と
は
爭
ふ
可 

か
ら
^

る
な
6

。
前
に

S
.

ふ
社
會
下
層
み
の

1C

至
.て
は
自
ら
店
舖
等
に
つ
き
て
日
用
品
を 

求
o

る
を
常

1
C

す
る
が

®

l c

こ
の
種
の

.
©1-

點

.̂

し
と
，い
ふ
を

.

得
\
ぺ

し

'' 
■

.
 

,

代
價
の
支
挪
に
つ
き
て
名
卽
脖
に
之
を
な
す

s

e>

あ
6- 
i

雖
名

片
末
に
至

ろ

て
勘
定
を
.な

-

 

、

.•す
名
の
少
し
と
せ
^
。
■社

#

下
® .

の
/̂p

0 .
r
l

對
し
て
は
現
金
拂
に

*

ら
^

れ
«

,

貨
物
を
供
給 

せ
ず
i

雖
名
中
厝
の
名
の
に
對
し
て
は
寧
ろ
現
金
狒
を
亨
す
を
忌
ひ
な
ち

.

其
の
之
.を
忌
む

は

我

等

消

费

者

に

對

し

で

信

用

甚

ぎ

敦

：考
の

『

致
^
.
服

に

あ

ら
芳
御
用
開
制
度
^
相
待
つ
て
月

小
赍
制
，度
、
0

:
哄
#

^
.
«

軋
市
場
.

.

.V

4 1



;'

小.
章
制
».
'

の.
#

藥
％_
:

陴
市
—

. 

-
: 

八
 

末
娜
に
せ
ば
自
然
比
較
的
他
の
競

#

’■者
を
t

c

て
が
得
意
關
係
を
持
填
す
る
上
に
於
て
便

S
 

な
6

と
な
す
こ
と
、
取
引
の

*

度
現
金
を
授
受
す
る
の
衝
我
"不
便
を
感
ず
る

の
み

，？:
'
ら

岁

蹄
 

•

に
或
は
商
業

以
外
の
費
途
に
流
用
し

V

却
て
不
利
益
を
招
く
の
虡

あ
，ヶ
と
な
す
に

起
因
す
。
 

然
れ
ど
名
こ
の
制
度
あ
る
ギ
爲
め
に
小
寶
相
場
を
騰
貴
せ
し
ひ
る
は

(
| 

■

)

少、
く

£

名

其
月
末
に 

至.
る
ま
で
の
利
子
を
失
は
次
が
可
か
ら
次
る
と

£

)

掛
寶
の
結
果
消
費
者
申
支
狒
を
な
^
せ
る 

の
あ
ヶ
若
く
は
支
拂
期
を
延
ば
す

^P

の
あ
6
,

從
て
小
寶
商
人
は
多
く
の
危
險
を
見
次
る
可 

か
ら
^

る
於
故

U

其
危
險
損
失
を
免
る

_

、
爲
め
に
豫
め

'
價
格
を
增
加
す
る
な

6

。
曾
て
山
手 

の
某
商
人
に
つ
き
て
聞
き
し
こ
と
あ

6

貸
倒
を
な
す
割
合
は
ー
割
に
近
し
故
に
豫
め
之
を
見 

積
6

置
か
次
る
可
か
ら

^
'

と
。
其
の

S

ふ
所
を
以
て
凡
て
の
.小
寶
商
業
を
律
す
る
己
と
能
は 

す
と
雖
？
正
直
な
る
消
費
者
は
掛
賣
の
爲
め
に
■比
較
的
に
多
く
の
價
格
そ
支
出
せ
る
こ
と
は 

是
れ
爭
ふ
可
ら
次
る
事
實
攻
是
等
の
版
：
寶
組
織
が
經
濟
的
な

6

と
は
予
輩
信
梦
る

C
と 

能
は
次
る
な

6

。
故
に
我
等
に
し

<

販
寶
組
織
並
に
販
寶
取
引
方
法
の
不

i

冗
全
ょ

6

生
ず
る 

生
訐
費
の
增
加
ょ

6

免
れ
ん
と
欲
せ
ば

' 

1

面
に
は
販
實
機
關
を
し
て
遙
に
簡
單
な
る
劣
の
と 

な
さ
し
む
る
と
同
峙
，に
萬
難
を
排
し
て
名
御
用
聞
の
制
度
と
掛
寰
掛
買
.の
制
度
を
廢
す
る
を

得 出慽 勉
め
次
る
可
か
ら
艺
是
等
の
制
度
を
廢
し
て
？
我
等
於
何
等
の
苦
痛
を
威
せ

^

i

の
み
な 

ら
岁
遙
に
利
益
あ
る
乙
と
を
知
悉
す

A
し
0

其
，利
益
と

S

 

•ふ
は
我
等
の
.日
用
品
等
に
費
す
支 

額
於
少
か
ら
す
減
少
す
る
と
同
職
に
掛
制
度
に
，伴
ふ
濫
費
の
弊
よ

6.

或
@

度
i

で
免
る
を 

ベ
t

な
弋

ミ 

•

近
時
購
買
組
合
は
著
し
く
發
達
し
側
面
よ

6

小
實
制
度
の
刷
新
を
促
す

i

雖
名
尙
大
に
遺

あ
る
は
畢
竟
次
の

如
き
原
因
與
て
最

$

力
あ
る
に
非
ず

や
と
思
は
る
。
卽
ち

1

經
營
者
其
人
を
得
難
く
從
て
經
營
の
方
法
其
宜
し
き
を
得
次
る
こ
と

ニ
ノ
購
買
姐
合

{
消
費
組
合

^

其
組
合
，員
に
貨
物
を
分
酤
す
る
に
當

6

て
現
#

主
.義
に
由 

/|-\ 

-

こ
と
困
難
な
る
こ
と

.

.

, 

,

三
購
賀
組
合
の
利
益
爾
世

U

明
な
ら
ず
從

V、

多
數
の
組
合
員
を
加
へ
せ
し
む
る
こ
と 

く
從
て
，組
合
を

.
し

y

活
動
せ
し
む
る
上
に
於

y

困
難
な
る
乙

1
C 

.
へ
'

等
は
其
主
な
る
原
因
に
非
る
な
き
か
。

.

購
貿
組
合
は
性
質
，よ
，
^V

 

s

'へ 
'
ば
組
合
員
に
代

6
 

用
品
を
購
買
分
配

.

す
る
？
の
な
れ
ば
謂
は

^

^

ー

「

*

商
，業
頟
似
の
こ
と
を
な
す
％
の
な

6

0 

小
赍
制
度
の
畋
#
,

1

公
肫
*

%

:

九

る難て

BI



10

小
費
制
度
の
敗
弯

^
'

公
'晴
甫
場

’
 

' 

• -.
o 

故
に
購
貴
組
合
は
少
く
と
名

'
或
程
度
ま
が

’̂

爾
機
专
洞
飯
し
て
行
動
せ

^

る
可
か
ら
す
。

經 

營
者
•
は
..J

面
消
費
者
の
：.

利
益
.

を.
重
ん

b

忠
實

U

經
善
の
任

^
•

等
る

i

同
#

‘K :
4.
«
.

1C

.«
商
才 

あ
る
？
の

.

な
ら

.

^

る
可
ら
ず
經
營
者
其
人
を
得
る
の
甚
だ
困
難
な
る
故
察
す

」

る
に
靡
あ
る
な 

6

。
而
し

<

經
營
者
動
名
す

.

れ
ば
成
る
べ
く
廣
く
消
費
者
の

.
爲.
め
に
滿
足
を
與
へ
ん

i

欲
し 

成
る

v

 

く
多
く
の
貨
物
を
取
极

■
は
ん
と
す
。

然
れ
ど

$

購
貿
組
合
に
て

'
取
扱
ふ
.
，貨

物

の

.範

圍 

益
々
廣
け

1

ば
一
方
に

.
は
價
I#.

の
變
動
甚
し
き

名

の.
あ
6

、一 

方
に
は
消
費
者
の
需
要
す
る
己 

と
豨
に
し

V

外
し
く
資
本
を
固
定
し
置
か

ぎ

る
可
ら
ぎ
る
が
如
き
貨
物
あ

6

<
組
合
は
危
險 

■'を
冒

さ
V
 

.る
可
ら
ず
是
れ
同
組
合
の
發
達
甚
だ
遲

々
把
：
る
所
以
の

一
な
6,
0 

.

前

に

？

陳

ぷ

.
る 

が
如

く
我
國
fc

は
掛
寶
制
度
行
は
る

ゝ
結
果
購
買
組
合
於
小
實
商
人
と
競
爭
せ
ん

i

欲
せ
ば 

或
程
度
±
で
は
現
金
主
義
を
拋
杧
次

る

可
が
ら
ず
。

然
れ
ど

$
こ

の
こ
と
把
，る
一

方
に
は
貸 

1

の
危
險
を
冒
さ

t

る
可
^

ら
^

る
と

同
骑

に
一
方
に
は

資
本
の
同
收

自
ら

遲
き

か
故
に

^
 

/ !
■

を

だ

U

微
力
な

る
購
質
組
合
の
如
き
は
活
動
す
る
上
に
於

<

少
か

^

少
困
.難
を
感
せ
次

る 

を
得
^
る

.な
A
y

o

是

れ
購
貿
組
合

0(

發
達
甚
だ
遯

々
允
る
所
以
の
一
な

6

0

世
人
勝
賀
組
合 

0

刺
益
を

^ .

る
名
の
甚
だ
■多
於
ら
す
從

V

組
合
員
の
數

S

未
/ ?

多
か
ら
次
名
が
救
に

米
镖

が

一
一

11

三
の
货
物
を
除
き
て
は
遠
く
原
生
產
地
等
よ
ゥ
之
を
購
買
す
る
名
比
較
的
に
廉
な

る

t

と

.

能 

は
★

組
合
員

.
に
廉
價
に
貨
物
を
分
配
す
る
こ
と
困
難
な

6

是
れ
»
買
組
合
の
發
達
甚
だ
遲
 々

杧
る
所
以
の
一
な
み
。
購
買
組
合
の
如
き
は
我
等
の
生
活
を
低
廉
な
ら
し
ひ
る
方
法
の
一
な 

れ
ば
予
輩
は
其
の
益

ガ

發
達
し
て
小
寶
制
度
を
し
て
側
面
よ

6

刷
.新
改
善
せ
し
め
ん
こ
と
希 

蟹
し

V

已
ま
次
る
な

6

。
而
し

<

其
の
之
を
發
達
せ
し
め
ん
於
爲
'め
に
は
少
く
と
名
上
陳
の 

故
障
の
如
き
は
最
？
拼
究
せ

^

る
可
か
ら

?

る
乙
と
に

®

す
。 

•.

.

.
四

小
寶
制
度
を
側
面
よ

6

改
善
せ
し

1/

る
爲
め
に
公
開
市
場
設
嗇
の
議
ぁ

6

公
開
市
場
の
制 

は
近
世
の
產
物
に
し

.

て
最
勒
ば
食
料
品
等
の
寶
買
に
關
す
る
衞
生
上
..の理
由
に
基
き
設
立
せ 

ら
れ
fc

る
名
の
な
る
が
市
街

鐵

.
道

等

の
#

達

.
に伴
ひ
著
し
く
發
達
を
な
し
长
る
？
の
な

6

0 

己
、
に
公
開
市
場
と
は
獨
語
に
所
爾

D
e
t
a
iim

a
r
k
t
ĥ

e

の
義
に
し
て
中
决
市
場
と
は
異

6

市 

中
四
通
八
達
の

.

地
を
選
び
て
市
場
を
設
け
日
常
必
用
品
を
し

<

其
中
に

'
販
*
'

せ
し
め

' 

汎
ぐ
消 

费
者
を
し
て

-

こ
、

u

到
6

所
要
の

/

?

の
を
求
め
し

if

石
免
^

に
し
て
自
然
琪
今

の
：；(

概
寶
組
織 

に
比
し
伸

介
の
機
關
を

省
略
し

消
費
者
^

It
k

蒼
：
•所
要
の

貨
物

を

自

•*

に
選
'
擇
し
摩
當

の
價 

.小
费
制
度
の

炚
！f

冬
癸_

市.'
#

,•
: '

ニ 

~



小
#

制
度
の
收
善
て

.
公
開
-
市
*

#'- 

:

1

ニ
. 

,

格
を
以
て
之
を
購
買
す
る
を

.

得
せ
し
む
る
趣
旨
に

3
3

,

づ
。：

；，

断
ち
公
開
市
場
の
，直
接
の
：利
益
と

^

 

S

 

' 

>

:

す
る
點
は
 

'、

,

J

市
場
の
.

故
備
等
於
普
通
の
店
舗
等
に
比
し
遙
に
優
れ
る
、が故
に
魚
類
等
を
初
め
食
料 

品
等
を
貯

.

藏
す
る
に
適
し
衛
生
上
利
益
少
し
と
せ
ぎ
る
な

6

。

ノ
ニ
市
場
は
一
定
の
料
金
を

.

徵
し
小
寶
商
人
生
產
者
.

等
に

1

'.

定
■の
區
劃
地
積
を
利
用
せ
し 

む
る

名
の
な
れ
ば
消
費
者
は
こ
れ
等
の
者
に
つ
き
其
好
む
所
に
從
ひ
適
當
な
る
價
.格
 

を
以
て
所
要
の
货
物
を
購
ふ
を
得
る
な
ろ
0:同
市
場
を
利
用
す
る
商
人
の
亂
に
は
自 

由
競
爭
行
は
れ

<

猥
6

に
高
價
に
貨
物
を
販
賣
す
る
を
許
さ

 

>

 

る
な
6

。
特
に
同
市

•

場
は
之
を
監
督
す
る
こ
と
容
易
な
る
，が
敌
に
關
係
小
寶
商
人
等
か
聯
合
し

-C

價
格
を 

高
め
消
費
者
を
苦
し
む
る
似
如
き
は
萬
あ
る
可

/P

ら
次
る
な

6
0 

三公開市場の性質

i

し
て
現
金
拂
を
勵
行
す
る
於
故
に
こ
の
點
ょ

6

す
る
.？
上
に
陳 

ぺ
f c

る
我
國
の
小
寶
制
度
に
伴
ふ
弊
害
の
一
部
を
芟
除
す
る
こ
と
難
き
に
非
る
な

6
0 

我
國
の
■魚
市
場
靑
物
市
場
の
如
き
一
般
消
費
者
を
排
斥
し
て
絕
對
に
之
を
利
用
せ
し
め
次

る
者
に
非
ず
我
等
消
費
者

S

自
由
に
之
に
出
入
し

.

て
所
要
の
魚
類
等
.を
求
め
得
る
名
の
な
れ

13

ど
名
、小
真
人

#

S

 

6
 

V

利
用
す
，る
名
の
な
る
於
故
に
自
然
}ぐ
般
消
費
者
は
之
に
伍
し
て
所 

要
の
貨
物
を
.求
む
る
こ
と
困

- ®

と
な

6

消
費
者
ぢ
し
て
之
を
利
用
す
る
名
の
は
甚
だ

.

稀
な
6
0 

こ
、
に

S

ふ
公
開
市
場
は
消
費
者
を
主
と
す
：る
名
：の
な
れ
ば
設
備
其
他
の
點
に
つ
き
て
消
費 

者
の
利
益
を
主
眼
と
，せ
が
る
可
か
ら
卞

.
從
て
.現
に
ぁ
る
魚
市
場
等
と
は
直
接
伫
競
爭
の
位
置 

に
立
う
名
の
に
非
ず
し
て
寧
ろ
之
が
補
助
的
販
寶
機
關
な

6

。
若
し
此
等
の
分
開
市
場
に
し 

て
大
に
活
動
す

る

に
至
ら
ぱ
市
中
の
小
寶
商
人
と
は
自
ら
競
宰
の
位
置
に
立
杧
次
る
可
か
ら 

次
る
は
已

0

を
得

^

る
な
6
0

泰
西
諸
國
の
制
を
見
る
に
こ
れ
等
公
開
市
場
は
多
く
は

市
、
が
設
立
經
營
す
る
名
の
に
し
て 

市
場
の
中
一
定
の
區
劃
地
積
を
貸
與
し
て
料
金
を
徵
し
以
て
其
設
立
に
關
す
る
費
；用
を
償
却 

し
併
ぜ
て

.

之
が
嫌
特
に
關
す
る
諸

i
雜
費
を
辨
ず
み
名
の
な
る
财

^

收
益
甚
ガ
少
か
ら
次
る

 ̂

故
に
獨

6
 f

j

れ
等
の
費
用
を
辨
タ
る
に

±

ら
梦
市
の
財
政

.
の
上
に
少
か
ら
梦
.利益
を
致
す
と 

S

年
否
多
，、
の
硏
究
に
ょ
れ
ば

.

泰
西
諸
國
に
於

V
:

こ
れ
等
公
開
市
場
を
設
置
し

*

る
は
^f

ば 

都
市
財

® :

め
都
合
に
出
づ
る

^p

の
な
6

と！い

^2
果
し
て
然
ら
は
市
‘政

0.

局_
に
當
る
％
の
は 

こ
の
點

.
ょ

本
問
題
に
注
意
す
る
の
必
.要
ぶ
か
：ち
，

^

や
0
'

誤
解
.

す
る
勿
れ

0

予
輩

'

S
:

こ
、

斗

嗍

制

度

の

改
:#

と
公

„

開
市
：場
ト 

-

1
ゴ
一

:



.

小
赍
制
度
の
：改

#

と公
.

開
市
埸
？
.：

'

'
1

四

に
公
開
市
場
の

.

設
立
を
，希

.

望
す
る
は
決
し
て

_

市
勝

® :

簾
の
爲
.
.
め
'
に
“

#

我
等
消
：
#

者

r 

日
常
消
費
す
る
所
を
比
較
的
に
廉
價

.
に
得
ん
、が爲
め
に
公
開
市
場
の
ハ
如

0

は
’比
較
的
實
，行
し 

易
き
手
，段
な

6
 

士
信
方
る
か
爲
叹

6

0

從
て
允
と
び
市
其

.

者
が
.

之
を
設
立
經
營
す

' 
る
に
至
る 

名
■
財
政
.

上
の
都
合
に
よ

.
6

て
濫
6

に
料
金
.を
增
如
し
て
從
て
市
場
に
於
て
販
寶
す
る
貨
物
の 

價
格
を
高
む
る
财
如
き
は
厭
く
ま
で
反
對
せ
次
る
を
得

^

る
な
6

。
換
言
せ
试
市
舣
之
を
經 

營
す
る
に
當

6

V

は
所
爾
手
數
料
主
義
に
よ

6

て
其
料
金
を
定
む
ベ
き
な
ぅ
。
之
を
理
論
に 

照
し
先
進
國
の
事
例
に
訴
へ
予
輩
は
公
開
市
場
に

し
て
設
置
せ
ら
れ
相
當
に
成
績
を
擧
ぐ
る 

を
#
ば
我
等
消
費
者
の
日
用
品
の
償
格
を
幾
分
低
廉
な
ら
し
む
る
を
得
べ
き
は
信
匕
て
疑
は 

•
次
る
な

6

。

伹
し
こ
、
に
考
慮
..
す
べ
き
問
題
は
我
國
に
於

V

公
開

市
場
設
置
せ
ら
る

と
名
一
 

贩
消
费
者
胗
果
し
て
多
く
之
を
利
用
す
べ
き
.や
否
や

の
問
題
な

6

0

私

に
謂

ふ
に
我
國

の
俗 

i

と
し
て
從
前
の
小
寶
制
度
に
慣
る
、

乙
と
久
し

く
、家

届
し
て
御
用
聞
の
來

る
を
待
つ
の
安 

逸
な
る
の
み
な
ら
岁
、我
國
の
家
屋
•の
構
迨

±

彖
婦
が
家
を
外
に
し
<
日
用
品
を
求
む

る
の
不 

便
な
る
點
ぁ

.

6

其.
他

種
々
の
理
由
よ

A

し
て
杧
と
b

こ
れ
等
公
_
市
場
に
し

<
設
置
戈
ら
る 

、
と
？p

直
に
一
般
消

®

者
を
®

集
し
て
小
寶
制
度
に
.一
新
紀
元
を
劃
す
る
に
至
る
べ
き
や
は

15

予
輩
と
て
名
大
に
疑
な
き
能
は
ぎ
る
な

6

然
れ
ど
名
一
般
浪
費
者
於
公
蹣
市
場
を
■利
形
す
ム

の
多
少
は

 

'
 

1

ノ
公
開
市
場
に
於

V

販
寶
す
る
貨
物
の
價
格
於
市
中
の
小
寶
相
場
に
比
較
し

て

如
何
な

•

,

る
程
度
に
於
<
低
廉
な
る
べ
き
か 

.

T
j

公
開
市
場
の
位
置
於

一

般
消
費
者
に
と

6

て
之
を
利
用
す
る
に
便
空
な
る
べ
き
や

. 

の
ニ
點

u

•

ょ
6
 y

決
す
る
名
の
な
る
ベ
し
。
少
く
と
名
稍
長
き
年
月
の

*
中
に
は
慑
劣
&
否
自 

ら
判
然

t

る
ベ
：く
我
國
の
風
俗
と
し
て
多
少
の
故
障
あ

6

と
す
る
？
乙
れ
等
の
故
障
を
排

/K 

し
て
公
.

開

.̂

場
を
利
用
す
る
に
至
い
る
べ
き
な

6

。
今
上
に
陳
べ

t

る
ニ
點
に
つ
き
予
輩
の
見 

る
所
を
陳

^

れ
ば
第
ー
の

.

點
に
つ
き
て
は
現
行
小
寶
制
度
に
し

■
て.
.
.甚
だ
不

i

儿
全
不
經
濟
の
名 

の
な
6

と
せ
ば
公
開
市
場
の
、經
營
に
し
て
ょ
く
市
民
の
利
益
に
重
き
を
置
き

r

^
p

其
經
營
宜 

し
き
を
：得
ば
同
市
場
に
於
て
販
寶
す
る

■
貨
物
の

«

袼
ft

市
中
の
小
寶
相
場
に
比
し
て

.

遙
に
、低 

廉
な
る
を
得
べ
く
こ

'

の
點
に
於
て
は
予
輩
公
開
市
場
の
甚
だ
有
望
な
る
を
、信
せ
ん

i

す
る

，p

 

の
な

J
O
?:

第
ニ
の
點
に
つ
き
て
は
羅
竟
都
市
に
設
置
せ
ら
る
可
き
市
場
の

.

數
に
ょ

み

.
て，決
せ

. 

ら
る
：ベ
.

き
こ
i
.

に
し
て
歐
洲
諸

,]
®

の
例
上

6

#
す
炙

P

と
' 

へ、ぱ
我
東
京
に
於
て
は
少
く
と
名

小
#

制.

度
の
敗

'

善

と
公
_

市

場
‘ 

.
1

五

，



小
赍
制
度
の
畋
善
と
公
.開
市
場

 

_  

一- 

ニ.

三
箇
所
の
市
場
を
必
要
と
す
べ
し

}
1

し
て
_
設
立
の
費
用
維
持
の
費
用
等
に
つ
き
事
實
に 

つ
き
て
.

之
を
.
計
上
す
る
に
非
れ
ば
果
し
て
市
民
に
幾
何
の
利
便
を
與
へ
之
に
ょ

6

て
0

用
品 

の
供
給
に
つ
き
從
來
の
小
寶
制
度
に
代
は
る
を
得
べ
き
於
を
決
す
る
こ

•
と
難
き
が
救
に
乙
、
 

に
こ
れ
•等
の
點
に
つ
き
て
想
像
を
逞
く
す
る
を
避
け
置
く
ベ
し
若
し
本
問
題
に
し
て
世
人
の 

注
意
に
上
ろ
單
に
想
像
理
論
の
問
題
に
非
支
し
て
現
實
，の
問
題
に
變
す
る
を
微
ば
予
«
は
力 

の
許
ず
限

6

夥
多
の
材
料
を
提
出
し
て
其
解
決
を
實
く
る
を
辭
せ

'
次
る
な

6

。
要
す
る

1C

、我 

國
に
於
て
公
開
市
場
に
し
て
設
置
せ
ら
れ
な
ば

^

し
か
ら

」

>
し
て
小
寶
制
度
に
一
變
革
を
來 

す
を
得
べ
し
而
し
て
其
の

.

未
だ
於
く
の
如
き
變
革
を
來

.

S

^
る
間
名
ょ
く
小
寶
商
人
を
警
醒 

し
て
物
價
を
騰
貴
せ
し
め

3 '
'

る
の
結
果
を
見
る
は
疑
を
容
れ
次
る
な

6

*
國
民
の
生
計
問
題 

に
し
て
極
め
て
重
要
な

6- 
1
C

せ
は
本
問
題
の
如
き

名
'
 

亦
併
せ
<之
を
講
究
せ
ら
れ
ん
と
を 

希
望
し
て
已
ま
ぎ
る
な

6

。

記
し
摧
て
我
社
會
政
策
學
會
に

<

は
本
年
の
討
議
題
と
し
て
國
民
の
.生
計
問
題
を
選
び
杧 

る
を
期
き
本
邦
の
諸
摩
者

.

於
舉
.

て
こ
の
種
の
問

.®

に
指
を
染
め
ら
れ

^

る
を
感
謝
す
。

17

エル

、、
へ

ル

フ

工

ル

ド

」

救貧
制度

 

.

.

.

堀
江

歸

英
國
の
救
貧
制
度

.

は
世
.界
文
明
國
を 

み
.研
究
者
に
知
識
を
與
ふ
る
こ
と
鮮
少 

人
目
に
觸
る
、
所
は
徹
頭
徹
尾
、立
法
並 

貧
法
を
實
施
し
て
、年
^
し
き
を
經
る
に 

る
勞
働
者

.
社
會
の
生
活
狀
態
を
改

-
M

す 

を
敎
訓
し
て
、之

.

に
獨
立
の
生
計
.を
營
む 

受
救
民
を
遇
す
る
に
犯
罪
人
に
對
す
る 

善
家
の
要
請
に
促
さ
れ
て
受
救
民
に
過 

據
る
を
問
は
す
、救
貧
法
を
以
て
'根
本
的 

法
の
.行
政
に
大
改
車
を
加
ふ
る
と
.同
槠 

施
行
し
、以
，て
舊
來
の

.

缺
點
を
補
足
す
る

.

工
ル
ベ

 

>

フ
ヱ
ル

ド
救
贫

制
度

通
b

て、最
古
の
歷
史
を
有
し
、隨
て
幾
多
の
事
蹟
に
富 

な
ら
ず

と
雖

ぞ
、*
歷
史

若
し
く
は
事

i t
を

一
貫
し
て
、
 

に
行
政
の
無
能
を
立
®
す
る

の
一
事
あ

る

の

み
。
救 

拘
は
ら

ず
、爲
め

r .
救
貧
制
度
と
密
接
の
關
係
を
有
す 

る
に
就

て、餌

等
資
す
る
所
あ
る
能
は
ず
、次
代
の

國
民 

に
堪
ゆ
る
啟
民
杧
ら
し
む
る

能

は
ず
、救
：貧
法
は
肪
に 

と
同
一
の
處
置
に
出
で
允
る

こ
.

と
"
あ
6
、或
は
僧
侶
慈

. 

分
の
優
遇
を
與
へ

t
e

る
こ
と
あ

6
。
然
S

其
孰
れ
に 

に
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
に
至
ら
す
結
局
近
年
救
貧 

に、社
會
政
策

上
の
見
地
ょ

6

幾
多
の
防
貧
的
政
策
を 

の
議
論
を
，

生
步
る
^

と〜

爲
れ
ら
。

要
す
る

Ir
l
英

國

.
一
七
、


